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工事概要

配水管布設工　HPPEφ75　L=177.5m

配水管布設工　HPPEφ50　L=62.0m

仕切弁設置工φ75×2基

消火栓設置工φ75×1基

給水件数18件

配水管布設工　HiRRVPφ50　L=81.0m

仕切弁設置工φ50×1基

空気弁設置工φ25×1基

空気弁設置工φ20×1基
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不断水Ｔ字菅ソフトシール仕切弁付φ75×φ75(塩ビ管用)
メカ型フランジ短管φ75(ポリ管用)

メカ型栓φ75(ポリ管用)

1.0メカ型Ｔ字菅φ75×φ75(ポリ管用)
※材料支給

EF　Sベンド(両受)φ75×600H

一体型ソフトシール仕切弁φ75(ポリ管用)

※高さH=1200 → H=600に変更

H=1200

※水路下越し後、L=1.0m以上余長を取ること。

メカ型曲管φ75×45°(ポリ管用)
※水路下越し(振戻)

メカ型曲管φ75×45°(ポリ管用)
※水路下越し(振上)

メカ型曲管φ75×45°(ポリ管用)
※水路下越し(振戻)

補修弁φ75　H=100
消火栓φ75

メカ型F付台付T字管φ75×φ75

EF片受レデューサーφ75×φ50
※材料支給

青銅製仕切弁φ50
おねじ付ソケットφ50(ポリ菅用)
おねじ付ソケットφ50(塩ビ菅用)

小型空気弁φ25(コック付)
※監督員と協議し、設置位置を決めること

小型空気弁φ20(コック付)
※監督員と協議し、設置位置を決めること
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Hiエルボφ30
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※水路下越し(振下)

EFベンド（両受）φ75×45°
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